
　岩船三日市子供会（村上地区）では、地区の生産組織、
保全組合の協力のもと、田植、稲刈りを行いました。
　また６月には、環境美化活動も行いました。
　こうした活動から、地域農業に関心を持ってもらえれば…。

むらかみむらかみ №12
令和元年10月

農業委員会だより
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機構集積協力金交付事業

事業対象農用地は…　●農業振興地域内の農用地　●相続手続きが完了している農用地

地域の皆さんで話し合って
農地バンクを活用しましょう!
　農地中間管理事業とは、農地集積バンクが農地を貸したい方か
ら借り受け、農業経営の規模拡大や効率化を図る担い手農家へ貸
し付ける事業です。
※�本事業は農用地の賃貸借を行うものであり、所有権は移転しま
せん。

　公的な機関が農地を預かりますので、安心して貸していただ
けます。
　また、貸付にあたっては地域の農業がよりよくなるように
「人・農地プラン」等で位置づけられた担い手や認定農業者を優
先して、農地を集約し貸し付けます。

⑴集積・集約化タイプ
　�地域内のまとまった農地を農地バンクに貸し
付け、担い手への農地集積と集約化を一体的
に行った場合に交付します。
⑵集約化タイプ
　�農地の集約化により分散錯圃の解消を目指し
担い手同士の農地交換を行った場合に交付し
ます。

機構の活用率
交付単価

一般地域 中山間地域
区分１ 20％超40％以下 ４％超15％以下 1.0万円/10a
区分２ 40％超70％以下 15％超30％以下 1.6万円/10a
区分３ 70％超 30％超50％以下 2.2万円/10a
区分４ 50％超 2.8万円/10a

機構の活用率 交付単価
区分１ 40％超70％以下 0.5万円/10a
区分２ 70％超 1.0万円/10a

　簡易な基盤整備（農地耕作条件改善事業）に取り組む場合の農業者負担を軽減します！
●主な交付要件
　　農地耕作条件改善事業の実施地区において、以下の交付要件を満たす必要があります。
　①対象農地が基盤整備済み地区に内在又は隣接し、地域内で合計10ha（中山間：５ha）未満であること。
　②対象農地の全てが、農地バンクに15年以上貸し付けられており、目標年度までに担い手に集積されること。
　③対象農地を含む地域において、人・農地プランの見直し（実質化）を行うこと。

❶交付対象者
　●経営転換する農業者
　●リタイヤする農業者
　●農地の相続人で農業経営を行わない方

❷交付単価
　令和元年度1.5万円/10a（上限額50万円）
　※今後５年間で段階的に縮減・廃止されます。
❸交付要件
　●全農地を10年以上機構に貸し付けられること。
　●農地が機構から受け手に貸し付けられること。
　●遊休農地等がないこと。

地域集積協力金

農地整備・集約協力金

経営転換協力金
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ポ
ー
ト

　山北地区大毎の加藤安登さん・雪子さん御夫婦は平成26年９月１
日、農家レストラン『こころまい』を開店しました。
　きっかけは、大毎集落にある農産物直売所「名水の里おおごと」を
訪れる方々からの「この新鮮な山菜を食べられるところがあればい
いのにね〜。」と言う声が多くなってきたことや、「こころまい（心

米）」の名付けの親でもある故大倉修吾さんの「こんないいところだからここですれば。」との助言もあり、
ゆっくりと食事ができ、この地域を感じることができる憩いの場を提供したいと、築150年の自宅を改築
し開店へとつながりました。
　安登さんが栽培したコシヒカリ「心米」は、吉祥清水と大毎地域の寒暖差
が育んだ、日本一おいしいお米です。『こころまい』では、このお米と地元で
採れた山菜や野菜を食材として雪子さんが創意工夫した料理が楽しめます。
　現在は、土・日・月曜日（４月〜 11月）11時〜 15時で営業しています。
少しゆったりとした時間と、大毎の自然を感じに是非訪れてみてください。

　※ご利用の際にはご予約をお願いいたします。
（斎藤委員）

住所：村上市大毎504
電話番号：0254−75−2034

地産地消の農家レストラン「こころまい」

満願寺様●

栄屋商店様●

コーモ美容室様●
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　河内集落は、村上市街から約12㎞南東に位置し、
大平山の麓にあたる世帯数23戸、人口52人の小さ
な里山集落です。
　農地は、昭和30年代には30ha程耕作していま
したが、基盤整備がされていない条件不利地などの
理由から、現在は７ha程に減少し殆どが耕作放棄
地で非農地化しています。
　高齢化と人口減少で集落は衰退するばかりの危
機感と、住民に元気と活気を持ってもらいたいと思
い、８年前に「河内ホタルの会」を立ち上げ、区民
と地元小学校児童によるカワニナの放流などの保
護活動と「ホタルの里」のPRを行ってきました。
近年は、情報誌等にも取り上げてもらえるようにな
り、今年も市内外から300人を超える方がホタル
観賞に訪れてくれました。又、昨年地域おこし協力
隊員が緑肥用のライ麦を栽培したところ、地元のパ
ン屋さんの目に留まり、河内産のライ麦で作った
『ホタルの里のライ麦パン』として販売したところ
大変好評でした。

　ライ麦の栽培は難しく、JAの営農指導員も未体
験で手探りの状態での二年目でしたが、昨年11月
に播種、そして７月30日猛暑の中刈り取りを終え、
昨年より少し多く収穫できました。収穫されたライ
麦を使った『ホタルの里のライ麦パン』は、「天然
酵母の薪窯パン工房Marilla」さんで予約販売して
います（なくなり次第終了）。

（遠藤委員）

ブロッコリー芯のみそ漬
・皮をむいたブロッコリーの芯をサッとゆでる。
・ザルにあけ冷水につけ水を切る。
・�みそ、みりんを１：２で合わせブロッコリーの
芯を漬け込む。半日くらいで食べられます。
　（みそとさとうでもOK）

きらり輝く集落

♪レッツクッキング♬
【材料】
ブロッコリーの芯
（皮をむいた物）
� 150g
玉ねぎ� 50g
バター� 30g

水� 100㏄
コンソメ� 1ケ
牛乳� 450㏄
塩・こしょう� 少々

《作り方》
・�うす切りにした玉ねぎ、ブロッコリーの芯をバ
ターでしんなりするまで炒める。
・水、コンソメを加え、やわらかく煮る。
・粗熱を取ってからミキサーにかける。
・�鍋に入れ、牛乳を加えて温め、塩、こしょうで
味をととのえる。

＋もう１品

（大野委員）

「ホタルの里とライ麦パン」で地域おこし
河内集落

ブロッコリーの
　　　　　ポタージュ
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読んでみませんか？

お申込みは、農業委員会事務局・農業委員、最適化推進委員へ

農業者の立場に立って編集・発行している
“農家のための情報誌”
☆Ｂ３版８〜 10ページ
☆購読料：月700円（税・送料込）
☆毎週金曜（月４回）発行

ご自宅に
直接送付します

フォトギャラリー農の

神納小学校（5/13）

１年生がいちご狩りを体験し

ました。
真っ赤ないちごがおいしそう

（*^-^*）

たてこしまちづくり協議会
今年の田んぼアートは・・・
かわいいパンダ！！

さんぽく小学校（8/27）

５年生が赤かぶの種まきをしました。

収穫後は赤かぶ漬けに挑戦するそうです。

神納東小学校（９/13）
４、５年生が学校田で稲刈りをしました！

収穫したもち米は10/17に六斎市で販売する

そうです。

朝日みどり小学校（11/5）毎年４年生が柿について学習しています。昨年収穫をした時の一枚…
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農業委員会活動報告
平成30年９月〜令和元年８月

＊毎月　定例総会
　　　　　報告案件
　　　　　　４条届出� 3件
　　　　　　非農地証明� 25件
　　　　　審議案件
　　　　　　３条� 99件
　　　　　　４条� 6件
　　　　　　５条� 41件
　　　　　　基盤法� 854件
＊年４回　農政振興部会
　　　　　農政懇談会の計画
　　　　　意見書の審議
　　　　　作況調査の方針作成
＊年１回　農地調整部会
　　　　　農地パトロールの方針作成
　　　　　別段面積の検討
＊第５回　広報委員会
　　　　　農業委員会だよりの編集

・農業者の方なら広く加入できる
・積立方式（確定拠出型）で少子高齢時代に強い
・保険料の額は自由（月額2万円〜 6万7千円）に決められる
・�終身年金で、80歳前になくなられた場合でも80歳までの保
証付き
・税制上の優遇措置がある
・一定の要件を満たせば保険料の国庫補助が受けられる
詳しくは最寄りのJA・農業委員会へお問い合わせください。

農業者年金の特徴・メリット

老後の備えに農業者年金

農地パトロール
　農地の「利用状況調査」や「違反転用の早期発見と
是正」等の農地の点検を目的として、前期農地パト
ロールを８月２日〜19日の間に、農業委員・農地利用
最適化推進委員が市内各５地区を巡回しました。
　後期農地パトロールは11月上旬頃を予定しております。
　農地は大切な資源です。適正な管理を行い、優良な
農地を守っていきましょう。

意見書・要望書の提出
　平成31年度農業施策に関する意見書並びに舘腰地
区（朝日）における農地中間管理機構関連整備事業に
関する要望書を市長と議長に提出しました。

石山　章

全
国
農
業
会
議
所

　
　
　
　
会
長
表
彰

（
会
長
勤
務
25
年
以
上
）

意見書を市長に提出（平成30年10月５日）

要望書を議長に提出（令和元年８月９日）
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相続等によって農地の
権利を取得した時は…

◆農地法の許可を要さずに以下の理由で農地の権利を取得した者

　・相続（遺産分割・包括遺贈を含む）⎫
　・法人の合併・分割　　　　　　　　⎬　等
　・時効　　　　　　　　　　　　　　⎭
　※�権利を取得したことを知ったときから、おおむね10ケ月以内に届出を

することとされています。

　平成31年４月１日より、農業委員会事務局の事務室が市役所本
庁から神林支所１階に移転しました。事務室移転に伴い、問い合
わせ先の住所や連絡先電話番号が変更になっています。農地の売
買や転用等のご相談の際は事務局（神林支所）までお越し下さい。

住　　所：村上市岩船駅前56番地
電話番号：0254−66−6120（直通）

『農業委員会への届出』

農業委員会事務局が神林支所に移転しました

が必要です！

●農地を農地以外にする（農地転用）場合は、農地法に基づく許可が必要です。

※�許可を受けないで転用された農地については、基本的には追認の許可はされませんので、転用を行
う前に必ず許可を受けてください。
　�この許可を受けないで無断で農地を転用した場合や、事業計画どおりに転用していない場合には、
農地法に違反することとなり、県知事等から工事の中止や原状回復等の命令がなされる場合があり
ます。また、違反転用や原状回復命令違反については、個人にあっては３年以下の懲役又は300万
円以下の罰金、法人にあっては１億円以下の罰金という罰則の適用があります。

●転用の許可方法は２種類あります。

○住宅を建てる　　　　○資材置場や建設残土捨て場にする
○農業用施設を建てる　○太陽光発電設備を設置する　　　　　など

○農地の所有者自らがその農地を転用する場合� （農地法第４条）
○農地の所有者から農地を買う、または借りて転用する場合�（農地法第５条）

『農地の転用には許可』が必要です！
─農地の違反

3 3

転用は絶対してはいけません─
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報
副
委
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長

あ
と
が
き

川村　由総さん（24歳）
横山　　渡さん（24歳）
佐藤　和志さん（23歳）

　今回ご紹介するのは、ひだまり農産で米・大豆・オータムポエムなどの生産を担っている就農３
〜５年目の３人です。

Q.この仕事を選んだ理由は？
　「�家が農家だったので２歳ぐらいからトラクターに乗っていました。」○川
　「父、祖父が農家だったので。」○横
　「小さいころから興味があったので。」○佐
Q. やりがいを感じるのは？
　「�収穫をした時はもちろんですが、早朝仕事や重労働をやり切った時も達成感があります。」
Q. 気を付けていることは？
　「�作業中の事故が起きないことです。朝みんなで話し合って作業確認することも事故防止に役立っ
ていると思います。」

Q. これから目指すことは？
　「�スマート農業やドローンなどを取り入れて生産性をあげ、また、農業が若い人にも魅力ある職
業にしたいですね。」

　３人とも幼い時から農業と触れ合っていたことが今の仕事につながっているようですね。
　農業人としても企業体としても成長を目指している３人のますますの活躍が楽しみです。

（髙橋委員）

㈱ひだまり農産 （荒島）

「田んぼライダー３」■
発
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（左から）佐藤さん、横山さん、川村さん


